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想定しているオーディエンス

• 本日の前期課程説明会に参加し、さらに後期
課程についても知りたい大学生の皆様。

• 現在名古屋大学または他大学の大学院に在
籍中、あるいはすでに修士号を取得済みで、
博士後期課程への進学を検討中の皆様。
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大学院教育課程
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用語集

• 博士前期課程＝修士課程とも呼ばれる

– １年生＝M1
– ２年生＝M2

• 博士後期課程

– １年生＝D1
– ２年生＝D2
– ３年生＝D3
– それ以上＝オーバードクター
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博士論文、博士論文、博士論文

• 博士後期課程のゴールは、言うまでもなく、
博士論文。

– 最低限の科目履修も必要。

• 博士学位授与の基準は大学ごとに異なる。

• 名古屋大学の基準は「査読論文」１本。

– つまり、レフェリー制をとる学術誌に論文が掲載
される（と決まる）こと。

– 通常は、査読論文を含めて３本分の論文をまと
めたものを博士論文とする。
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博士学位取得本審査の要件：査読付き論文

執筆した論文 ①出版社へ
送付
（「投稿」

②編集者から
査読者へ依頼

③査読者の
結果報告

④雑誌社の
最終判断

掲載

＝査読
付き論文

不採択

6名古屋大学大学院 経済学研究科



査読論文の例
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指導教員を中心とする共同指導

• 各大学院生に対して、主指導教員、副指導教
員、ならびにセミナー担当教員の３名から成
るチームが共同で指導を行う。

– 複数の教員の専門領域から研究指導を受ける機
会を提供。

• 具体的な指導計画は研究室ごとに異なる。

– 「どの大学院か」よりも「どの研究室か」で進学先
を決定すべき。
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研究指導の重要性

• 修士論文指導の場合

– 査読論文という厳しい基準がないので、指導教
員と学生の専門領域に多少の距離が許される。

• 博士論文指導の場合

– 査読論文という基準をクリアするために、指導教
員は学生の研究の隅々まで把握する必要。

– 研究の難易度も修士論文と比べ格段に高い。

– 指導教員の研究から遠いテーマや分析手法だと
表面的な指導しか得られない可能性が高まる。
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研究室選び（前期から入学）

• 一般的には、「研究テーマ」と「研究手法」が研究
室と合致しているかどうかを判断する。
– 研究テーマ： 国際経済学や財政学などの分野、なら
びに具体的な問い。多岐にわたる。

– 研究手法： データ分析、数理モデルの構築・解析、
シミュレーション、など、学術的な問いに答える手段。

• テーマと手法、どちらの合致性を優先するのか、
研究室も学生も立場が異なる。
– 「研究手法」の合致を重視するのがオススメ。

• 研究手法には、その研究者の哲学が反映されるから。
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研究室選び（後期から入学）

• 研究室の方針に合った基礎トレーニングを行う
機会がない。
– 「入学後即研究できる状態」である必要がある。

– そうでない場合は３年で終わらない可能性が高まる。

• 執筆中または過去に執筆した修士論文が研究
室の方向性と合致しているかどうか、希望指導
教員のフィールド内なのかどうか、を中心に研究
室を選ぶ。
– 希望指導教員の論文を複数読む、は当然。

– その上で研究計画を立案できるか。
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大学院の概要を知る

• 大学院紹介パンフレット：
http://www2.soec.nagoya-u.ac.jp/wp-
content/uploads/2023/06/1b6f446574c90
5f65ced8d8a127d548f.pdf

• 各研究室の紹介（説明会HP内の
教員名をクリック）：
http://web.soec.nagoya-
u.ac.jp/setsumei2023/

• 大学院ハンドブック（開講科目や
修了要件などの詳細はこちら）：
http://www2.soec.nagoya-u.ac.jp/wp-
content/uploads/2023/03/db7fec463c9c4
627582ed511b448da14.pdf
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